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第
３
回
定
例
会

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９

月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
諮

問
１
件
、
平
成
25
年
度
決
算
認
定

11
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
案

10
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

案
９
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案
２

件
の
計
33
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
か
、
平
成
25
年
度
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
な

ど
の
報
告
６
件
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
に
よ
る
議
案

（
議
員
発
議
）
３
件
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え
方
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。 ９月２日（火）

～24日（水）
９月２日（火）
～24日（水）

平成26年 第３回平成26年 第３回

定 例 会定 例 会

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
ほ
か
10

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、

９
月
３
日
に
会
計
管
理
者
を
初
め

執
行
部
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
日
の
本
会
議
で
は
総
括
質
疑

を
行
い
、
９
〜
16
日
に
開
催
さ
れ

た
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
細
部

に
わ
た
り
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の

本
会
議
で
の
表
決
の
結
果
、
全
て

の
会
計
が
全
会
一
致
で
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び 

 

資
金
不
足
比
率
は
良
好

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
に
お
け

る
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
よ

り
0.2
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
7.5
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

他
の
健
全
化
判
断
比
率
項
目
も

良
好
で
あ
り
、
ま
た
、
各
特
別
会

計
資
金
不
足
比
率
に
お
い
て
も
赤

決
算
を
認
定

平
成
25
年
度

■平成25年度一般・特別会計歳入歳出決算 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出

一般会計 244億4,933万5 232億3,357万5

特別会計

国民健康保険 58億69万9 54億9,674万7

後期高齢者医療 4億8,591万2 4億8,244万5

介護保険（保険事業勘定） 31億8,124万8 30億6,913万2

介護保険（介護サービス事業勘定） 509万3 488万2

公共下水道事業 17億3,109万7 16億8,950万1

農業集落排水事業 4億1,843万3 4億380万5

下古山土地区画整理事業 2,362万8 2,355万1

石橋駅周辺土地区画整理事業 5,579万0 3,256万7

仁良川地区土地区画整理事業 6億6,534万8 5億4,786万6

■平成25年度水道事業会計決算 （単位：千円）

区　　分 収　入 支　出

収益的収支 8億7,441万6 6億3,000万1

資本的収支 3億1,038万2 7億9,761万5

字
を
生
じ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
24

年
度
に
引
き
続
き
市
の
財
政
が
健

全
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
84
・

２
％
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
0.1

ポ
イ
ン
ト
後
退
し
て
い
る
も
の
の

現
状
で
は
良
好
な
状
況
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
度
以
降
の

普
通
交
付
税
減
額
な
ど
、
将
来
の

財
政
状
況
に
は
憂
慮
す
べ
き
点
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
選
択
と

集
中
を
進
め
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。H18

年度
H19
年度
H20
年度
H21
年度
H22
年度
H23
年度
H24
年度
H25
年度

0

5

10

15

20
(％)

各年度の実質公債費比率

実質公債費比率

　市の借金の返済金が

一般財源に占める割合。

低いほうが望ましい。

17.4％

15.0％

13.9％

12.1％

10.1％

8.5％
7.7％ 7.5％
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一
般
会
計
歳
入 

市
税
が
増
収

　

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
は
92

億
３
８
９
０
万
２
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
１
億
１
４
９
４
万
２
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
給
与
所

得
や
株
式
譲
渡
所
得
の
増
に
よ
る

個
人
市
民
税
の
増
収
が
主
な
要
因

で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
国
庫
支
出
金
が
７

億
５
１
１
２
万
２
千
円
増
、
県
支

出
金
が
１
億
８
０
７
５
万
円
増
と

な
り
、
歳
入
全
体
で
前
年
度
に
比

べ
16
億
７
７
６
９
万
１
千
円
、
率

に
し
て
7.4
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出 

投
資
的
経
費
が
増

　

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設

事
業
費
は
45
億
３
４
８
万
７
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
15
億
７
５
０

７
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
庁

舎
建
設
事
業
６
億
２
４
４
７
万
円

の
ほ
か
、
古
山
小
学
校
・
石
橋
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
や
国

分
寺
中
学
校
校
舎
改
修
事
業
な
ど

が
増
額
の
主
な
要
因
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
公
債
費
が
繰
上
償

還
な
ど
に
よ
り
３
億
２
８
７
５
万

円
増
、
補
助
費
等
が
３
億
７
４
５

８
万
２
千
円
増
と
な
り
、
歳
出
総

額
で
、
前
年
度
に
比
べ
17
億
６
４

９
０
万
２
千
円
、
率
に
し
て
8.2
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

遊休資産の活用を
　財源確保の観点からも遊休土
地などの洗い出しを行い、売却
も視野に入れながら遊休資産の
解消に向けて検討されることを
望む。

補助金の見直しについて
　本来、補助金はその目的、効
果、公益性、公平性などについ
て検証し、運営費または事業費
の不足分を補うために交付され
るものである。下野市各種団体
等の補助金の交付に関する基準

には、補助の内容を３年ごとに
見直すものとしており、本来の
目的に沿った検討を期待する。

観光振興に期待
　道の駅しもつけは店舗拡張の
一環として屋外に４店舗分が増
床され、魅力ある企画の展開な
どにより、ますます下野市の情
報発信基地としての機能が高
まっていると推察する。
　また、平成25年７月には下野
市観光協会が法人化され専従職
員が配置されるなど、観光協会
本来の業務を推進するための組

織づくりが進められている。こ
れら観光振興の基礎ともなるべ
きハード面とソフト面の充実が
図られてきている中、市観光協
会が調整役となり、今までにな
い観光振興に期待する。

監査委員決算審査意見

決算審査報告をする
瀧沢代表監査委員

義務的経費
90億4,491万円
38.9％

義務的経費
90億4,491万円
38.9％

市税
92億3,890万2千円

37.8％

市税
92億3,890万2千円

37.8％

繰越金
13億297万2千円

5.3％

繰越金
13億297万2千円

5.3％
その他自主財源
18億109万8千円

7.3％

その他自主財源
18億109万8千円

7.3％

 国・県支出金
43億6,861万円
17.9％

 国・県支出金
43億6,861万円
17.9％

 地方交付税
36億6,527万2千円

15.0％

 地方交付税
36億6,527万2千円

15.0％

 市債
30億3,500万円
12.4％

 市債
30億3,500万円
12.4％

その他依存財源
10億3,748万1千円

4.3％

その他依存財源
10億3,748万1千円

4.3％

自主財源
123億4,297万
2千円
50.4％

自主財源
123億4,297万
2千円
50.4％

人件費
33億2,713万7千円

14.3％

人件費
33億2,713万7千円

14.3％

扶助費
28億6,516万7千円

12.3％

扶助費
28億6,516万7千円

12.3％

公債費
28億5,260万6千円

12.3％

公債費
28億5,260万6千円

12.3％

普通建設事業費
45億348万7千円

19.4％

普通建設事業費
45億348万7千円

19.4％

物件費
31億8,720万4千円

13.7％

物件費
31億8,720万4千円

13.7％

補助費等
27億5,167万2千円

11.9％

補助費等
27億5,167万2千円

11.9％

繰出金
21億1,973万円

9.1％

繰出金
21億1,973万円

9.1％

積立金
10億4,841万4千円

4.5％

積立金
10億4,841万4千円

4.5％

その他
5億7,815万8千円
2.5％

その他
5億7,815万8千円
2.5％

その他の経費
96億8,517万
8千円
41.7％

その他の経費
96億8,517万
8千円
41.7％

依存財源
121億636万
3千円
49.6％

依存財源
121億636万
3千円
49.6％

投資的経費
45億348万円7千円

19.4％

投資的経費
45億348万円7千円

19.4％

歳出(性質別)[232億3,357万5千円] 歳入[244億4,933万5千円]



■平成26年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　計　名 補 正 額
補正後の
予 算 額

一般会計 2億677万9 241億8302万9

特別会計

国民健康保険 5046万6 56億1571万3

後期高齢者医療 346万6 4億9982万0

介護保険（保険事業勘定） 6247万6 33億8276万8

介護保険（介護サービス
事業勘定）

△78万9 422万6

公共下水道事業 4099万5 19億6088万7

農業集落排水事業 1462万7 4億2335万3

石橋駅周辺土地区画整理
事業

2322万2 3897万8

仁良川地区土地区画整理
事業

4802万1 7億6629万2

企業会計 水道事業 1134万1 6億5478万0

△…マイナス
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平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
、
８
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、

及
び
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
案

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
平
成
25
年
度

決
算
に
伴
う
繰
越
金
や
各
特
別
会

計
の
精
算
に
よ
る
繰
入
金
の
確
定

な
ど
が
計
上
さ
れ
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
認
定
子
ど
も
園
整
備
事
業

な
ど
の
増
額
や
、
新
規
事
業
と
し

て
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
、
幼

稚
園
に
お
け
る
長
時
間
預
か
り
保

育
支
援
事
業
、
大
松
山
運
動
公
園

拡
張
整
備
事
業
に
係
る
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会

会

期

日

程

９
月
２
日　

本
会
議
【
開
会
】

　
　
　
　
　

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

　
　

３
日　

本
会
議　
　
　
　

（
議
案
の
説
明
）

　
　

４
日　

本
会
議　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

　
　

８
日　

本
会
議　
　
　
　

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

　
　

９
・
10
日

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

11
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

16
日

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

24
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、　

議
員
発
議
、表
決
）

■
下
野
市
継
続
費
精
算
報
告

　

継
続
費
で
実
施
し
て
い
た
事

業
が
平
成
25
年
度
で
終
了
し
た

た
め
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の

規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

■
出
資
法
人
の
平
成
25
年
度
経

営
状
況
報
告

　

本
市
が
出
資
し
て
い
る
３
法

人
の
平
成
25
年
度
経
営
状
況
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・
公
益
財
団
法
人 

 

下
野
市
農
業
公
社

　

・
株
式
会
社 

 

道
の
駅
し
も
つ
け

　

・
一
般
財
団
法
人 

 

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

■
下
野
市
教
育
委
員
会
点
検
・

評
価
報
告

　

市
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管

理
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
27
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
点
検
評
価

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

告
報　

平
成
26
年
度
各
会
計

補
正
予
算
を
可
決

平
成
26
年
度
各
会
計

補
正
予
算
を
可
決

補正予算案はすべて全会一致で可決されました

　諏訪守氏の任期が12月31日をもって
満了となることから、実績と信頼のあ
る同氏を再任することとして推薦しま
した。（任期３年）

■人権擁護委員候補者の推薦

氏
し　め　い

名 住　　所 新・再

諏
す

　訪
わ

　　守
まもる

下野市柴 再任
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条
例

　
　

そ
の
他

下
野
市
税
条
例
等
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の

税
率
や
軽
自
動
車
税
の
税
率
・
税

額
を
改
定
し
ま
し
た
。

下
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
向
け
て
関
係
条
項
を
追

加
し
ま
し
た
。

下
野
市
福
祉
事
務
所
設
置
条

例
の
一
部
改
正

下
野
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
が
「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
と
の
法
律
名
に
改
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

下
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

仁
良
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
区
域
と
石
橋
総
合
病
院
移
転
予

定
地
で
あ
る
旧
石
橋
中
学
校
跡
地

に
つ
い
て
、
建
築
物
等
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ
り
良
好
な
住
環
境
の

形
成
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

下
野
市
公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
整
備

区
域
の
拡
大
に
伴
い
、
負
担
区
、

負
担
金
を
追
加
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
下
野
市
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰

余
金
の
処
分

　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
に
お

け
る
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
対
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

労
務
単
価
上
昇
等
に
よ
る
経
費
を

追
加
し
た
仮
契
約
を
締
結
し
た
た

め
、
議
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
伴
い
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

下
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

施
設
や
事
業
者
が
特
定
教
育
・

保
育
施
設
（
幼
稚
園
、
保
育
所

等
）
ま
た
は
特
定
地
域
型
保
育
事

業
（
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模

保
育
事
業
等
）
と
し
て
公
費
の
給

付
対
象
と
な
る
た
め
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。

下
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保

育
事
業
等
が
市
の
認
可
事
業
と
な

る
た
め
、
設
備
や
運
営
の
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

下
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　

国
の
省
令
に
基
づ
き
、
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
の
設
備
や
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■発言に事前通告制を導入 
（本会議）
　議事運営の円滑化を図るため市議会会
議規則を一部改正し、議場において質疑
を行う場合には原則としてあらかじめ議
長に通告をすることとしました。

　　　　　　　　　　　　　　　調査内容

新庁舎建設に伴う議場に

　 　　　　　　　　　　　関する調査

議員研修のあり方

会派制の導入

政務活動費

議会基本条例の推進状況

提案理由を説明
する高山議員

下野市議会活性化特別委員会を設置
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第
３
回
定
例
会

■平成26年第３回定例会において審査された請願・陳情

件　名 請 願 等 の 趣 旨 紹介議員
付託常任
委 員 会

審 査
結 果

「手話言語法（仮
称）｣の制定を求
める意見書に関
する請願　　　

　手話が音声言語と対等な言語であることを
広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を
身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、
さらには手話を言語として普及、研究するこ
とができる環境整備を目的とした「手話言語
法（仮称）」の制定を求める意見書を採択し、
国会に提出することを求める。

小谷野晴夫
磯辺　香代

教育福祉 採　択

「憲法解釈の変
更による集団的
自衛権の行使容
認に反対する意
見書」の採択を
求める陳情
（継続審査）

　東アジア等の複雑な国際問題に対しては、
事態が深刻化する前に憲法９条を踏まえた積
極的な平和外交を展開する必要がある。その
ためには、戦争に向けて危機感を煽るのでは
なく、いたずらに敵を作らず、「自衛戦争」を
必要としない国際関係の構築に主導権を発揮
することこそ、平和主義を貫く日本の果たす
べき役割であると考える。よって、国及び政
府に対し意見書を提出するよう要望する。

なし 総　　務 不採択

集団的自衛権行
使を容認する閣
議決定の撤回求
める陳情　　

　集団的自衛権の行使を容認する閣議決定を
撤回するよう国に意見書の提出を求める。

なし 総　　務 不採択

請
願・陳
情

　

今
定
例
会
で
審
査
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
も
の
を
含
め
３
件
と
な
り
ま
す
。

う
ち
１
件
が
採
択
と
な
り
、
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま

し
た
。

賛
成 

村
尾
光
子
議
員

　

こ
の
閣
議
決
定
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
は
、
国
際
法

上
の
集
団
的
自
衛
権
と
は
別
と
し
て
い

る
が
、
国
際
的
な
機
雷
掃
海
活
動
な
ど

に
つ
い
て
明
言
さ
れ
ず
、
憲
法
で
認
め

ら
れ
な
い
集
団
安
全
保
障
活
動
に
参
加

す
る
懸
念
が
あ
る
。

反
対 

岩
永
博
美
議
員

　

日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、
国
民
の
命
と
平

和
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
万
が
一
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
抑
止
力
を
高
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

賛
成 

磯
辺
香
代
議
員

　

こ
の
閣
議
決
定
は
、
他
国
の
戦
争
は
自
国

へ
の
脅
威
と
説
明
し
、
自
衛
の
た
め
と
称
し
、

海
外
に
派
兵
す
る
こ
と
に
道
を
開
い
て
い
く

も
の
で
、
憲
法
の
解
釈
変
更
で
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
。

　

テ
ロ
と
の
戦
い
に
武
力
を
用
い
て
加
担
し

た
場
合
、
国
内
に
テ
ロ
発
生
リ
ス
ク
を
呼
び

込
む
こ
と
に
な
り
、
国
民
の
生
命
や
幸
福
追

求
権
が
か
え
っ
て
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

反
対 

小
谷
野
晴
夫
議
員

　

平
時
か
ら
有
事
に
至
る
ま
で
す
き
間
の
な

い
守
り
の
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
、
日
米

の
防
衛
協
力
の
体
制
を
維
持
し
信
頼
性
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
他
国
に
日
本
の
攻
撃
を

思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
抑
止
力
の
向
上
は
必
要
。

　

あ
く
ま
で
も
我
が
国
の
個
別
的
自
衛
権
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
事
態
で
な
い
と
集
団
的
自

衛
権
の
措
置
は
と
れ
ず
、
専
守
防
衛
を
は
み

出
す
こ
と
の
な
い
決
定
で
あ
る
。

集団的自衛権の行使を容認をする閣議決定に
関する陳情２件 ▶▶▶▶▶ 賛成少数で不採択

　

陳
情
第
３
号
及
び
第
４
号
に
つ
い
て
は
、
総
務

常
任
委
員
会
よ
り
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き
と

の
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
議
で
の
採
決

の
前
に
は
、
４
名
の
議
員
に
よ
り
討
論
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
採
択
、
不
採
択
へ
の
賛
同
を
求
め
る
見

解
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
、
両
陳
情
と
も
賛

成
者
６
名
（
少
数
）
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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平成26年第３回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　欠…欠席

議
案
番
号
等

付

議

事

件

表

決

結

果

出

口　

芳

伸

中

村　

節

子

柳
田
柳
太
郎

大

島　

昌

弘

髙

橋　

芳

市

石

田　

陽

一

小
谷
野
晴
夫

須

藤　
　

勇

秋

山　

幸

男

塚

原　

良

子

若

林　
　

稔

野

田　

善

一

髙

山　

利

夫

岩

永　

博

美

磯

辺　

香

代

松

本　

賢

一

岡

本　

鉄

男

村

尾　

光

子

諮問２号 人権擁護委員の候補者の推薦 答申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○

認定１号 平成25年度一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定２号 平成25年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定３号 平成25年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定４号
平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出
決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定５号
平成25年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定６号 平成25年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定７号 平成25年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定８号
平成25年度下古山土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定９号
平成25年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定10号
平成25年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定11号 平成25年度水道事業会計決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案53号 平成26年度一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案54号 平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案55号 平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案56号
平成26年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案57号
平成26年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案58号 平成26年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案59号
平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案60号
平成26年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案61号
平成26年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案62号 平成26年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案63号 平成25年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案64号
下野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案65号
下野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案66号
下野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案67号 下野市税条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案68号 下野市保健福祉センター条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案69号 下野市福祉事務所設置条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案70号
下野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案71号
下野市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案72号
下野市公共下水道事業受益者負担金に関する条例の一
部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案73号 工事変更請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願３号
「手話言語法(仮称)」の制定を求める意見書に関する
請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情５号
「憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認に反
対する意見書」の採択を求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○

陳情７号
集団的自衛権行使を容認する閣議決定の撤回求める陳
情

不採択 ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○

発議５号 下野市議会活性化特別委員会設置に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議６号 下野市議会会議規則の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議７号
「「手話言語法(仮称)」の制定を求める意見書(案)」の
提出

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
３
回
定
例
会
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委

員

会

報

告

常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、

各常任委員会の審査状況を報告いたします。

総
務
常
任
委
員
会

　

建
物
の
建
設
が
始
ま
っ
た
新
庁
舎
の
工

事
現
場
、
25
年
度
に
修
繕
し
た
自
治
医
大

駅
東
自
転
車
駐
車
場
の
連
絡
通
路
を
調
査

し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

国
道
４
号
祇
園
原
交
差
点（
市
道
１-

７

号
線
交
差
点
）
の
工
事
現
場
、
姿
川
に
か

か
る
東
田
橋
工
事
現
場（
石
橋
中
学
校
北
）、

施
設
を
増
設
し
た
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」

の
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

校
舎
を
大
規
模
改
修
し
た
国
分
寺
中
学

校
、
県
と
市
の
補
助
事
業
に
よ
り
整
備
さ

れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
し
ば
し

苑
」、
石
橋
総
合
病
院
の
移
転
先
と
な
る

旧
石
橋
中
学
校
跡
地
で
行
わ
れ
て
い
る
文

化
財
の
発
掘
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
に

当
た
り
、現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

▲東田橋工事現場

祇園原交差点工事現場▶

▲新庁舎工事現場

◀自治医大駅との連絡通路

▲国分寺中学校

◀旧石橋中学校跡地

①
蔓
巻
公
園（
箕
輪
４
０
５–

１
）　

②
街
区
公
園
２
号（
仁
良
川
15–

2
街
区
内
）　

③
新
川
河
川
公
園
（
下
古
山
１
５
８
１
）

わ
が
ま
ち
探
検
ク
イ
ズ
の
答
え
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総 務

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

総 務

水
防
費
に
つ
い
て

答

答

問

問

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連

携
を
今
後
進
め
て
い
く
の

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
た
土

の
う
袋
の
整
備
状
況
に
つ

か
。

近
々
、
１
市
２
町
（
下
野

市
・
上
三
川
町
・
壬
生
町
）

の
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
会
議
の
経
過
を
踏
ま
え

最
終
的
に
は
公
共
交
通
会
議
で
検

討
し
て
い
く
。

い
て
。

薄
い
ビ
ニ
ー
ル
製
で
、
劣

化
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

デマンドバス「おでかけ号」

短時間でも激しく降るゲリラ豪雨

委

員

会

報

告

毎
年
あ
る
程
度
購
入
し
て
い
る
。

５
０
０
〜
１
０
０
０
袋
を
常
時
整

備
し
、
防
災
倉
庫
や
統
廃
合
に
よ

り
空
い
て
い
る
消
防
団
の
詰
所
等

に
配
備
し
て
い
く
。

総 務

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

答

答

答 問

問

問
下
野
市
へ
の
寄
附
金
は
、

２
０
３
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
内
訳
は
。

３
名
の
方
か
ら
、
１
５
０

万
円
、
50
万
円
、
３
万
円

で
あ
っ
た
。

特
産
品
の
贈
答
は
額
に
よ

っ
て
異
な
る
の
か
。

１
万
円
以
上
で
約
２
千
円

の
特
産
品
を
贈
呈
し
て
い

平
成
25
年
度
の
控
除
額
は

２
０
０
万
円
程
度
。
本
市

る
。

他
の
自
治
体
に
寄
附
を
し

た
市
民
は
、
税
額
控
除
を

受
け
る
が
、
そ
の
金
額
は
わ
か
る

の
か
。

へ
の
寄
附
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て

い
る
。

総 務

ソ
ニ
ー
デ
バ
イ
ス
の
工
場
閉
鎖
に
つ
い
て

答

問
西
坪
山
工
業
団
地
の
ソ
ニ

ー
デ
バ
イ
ス
の
工
場
閉
鎖

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
考
え
ら
れ
る
か
。

土
地
、
家
屋
ま
た
は
償
却

資
産
等
の
固
定
資
産
税
の

減
収
が
予
想
さ
れ
る
。
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経 済
建 設
市
道
１–

２
号
線
他
整
備
事
業
に
つ
い
て

経 済
建 設
天
平
の
丘
公
園
使
用
料
に
つ
い
て

経 済
建 設
平
成
25
年
度
の
給
水
原
価
に
つ
い
て

答

答

答

問

問

問

市
道
１̶
２
号
線
整
備
の

中
に
側
溝
敷
設
と
あ
る
が
、

使
用
料（
約
７
８
０
万
円
）

は
ど
こ
か
ら
の
収
入
か
。

給
水
原
価
が
24
年
度
に
比

べ
１
㎥
あ
た
り
８
・
21
円

工
事
区
域
を
伺
う
。

下
が
っ
た
要
因
は
何
か
。

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
南
側
の

延
長
２
５
０
メ
ー
ト
ル
部

花
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
時

の
駐
車
場
収
入
及
び
出
店

修
繕
費
及
び
委
託
料
等
を

抑
え
た
た
め
で
あ
る
。

分
で
あ
る
。

料
で
あ
る
。

経 済
建 設
流
域
下
水
道
費
負
担
金
に
つ
い
て

答 問
流
域
下
水
道
費
負
担
金
は

何
の
建
設
費
負
担
金
か
。

処
理
施
設
か
ら
発
生
し
た

メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
て

水
素
を
抽
出
し
、
燃
料
電
池
で
発

電
す
る
設
備
の
建
設
費
で
あ
り
、

来
年
１
月
ご
ろ
に
完
成
予
定
で
あ

る
。

水道・下水道庁舎に隣接している配水場（南河内地区）

多くの人でにぎわう花まつり

市道１－２号線（ヨークベニマル南側）

委

員

会

報

告

経 済
建 設 
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て

答 問
広
域
防
除
推
進
事
業
と
は
。

イ
ネ
の
苗
箱
に
散
布
し
た

薬
剤
費
用
の
10
分
の
１
を

農
協
内
の
広
域
防
疫
協
議
会
に
補

助
し
て
い
る
。
有
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
広
域
散
布
に
比
べ
、
植

え
つ
け
る
水
田
に
の
み
薬
剤
が
行

き
わ
た
る
た
め
、
環
境
へ
の
負
荷

が
軽
減
さ
れ
る
。
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教　育
福　祉
今
後
の
学
校
改
修
事
業
に
つ
い
て

教 育
福 祉
地
域
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
拡
充
に

つ
い
て

答

答

問

問

国
分
寺
中
学
校
の
大
規
模

改
修
工
事
は
終
了
し
た
が
、

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
依
存

今
後
の
学
校
改
修
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

度
が
高
い
が
、
ふ
や
し
て
い
け
る

の
か
。

耐
震
事
業
を
優
先
的
に
実

施
し
て
き
た
が
、
今
年
度

現
在
サ
ロ
ン
は
14
カ
所
あ

る
が
、
地
域
の
お
茶
の
み

に
実
施
し
て
い
る
細
谷
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
修
事
業
で
耐
震
事
業

は
終
了
す
る
。
今
後
は
、
建
築
年

数
が
古
い
も
の
や
建
物
の
状
態
が

悪
い
も
の
か
ら
順
次
計
画
的
に
改

修
を
進
め
た
い
。

教 育
福 祉
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
と
自
立
支
援
策
に
つ
い
て

答 問
「
グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
夢
ク
ラ
ブ
国
分
寺
」
と

「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
」
は
す
で
に
Ｎ

耐震化工事中の細谷小屋内運動場

化
へ
の
推
進
と
ｔ

※

ｏ
ｔ
ｏ
補
助
金

終
了
後
の
ク
ラ
ブ
の
自
立
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

法
人
格
の
取
得
に
よ
り
ク
ラ
ブ
が

自
立
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
の
補
助
終
了
後
は
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
か
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。

か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
近
い
も
の

ま
で
、
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴

い
、
要
支
援
１
、
２
の
方
の
介
護

予
防
事
業
を
市
が
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
サ
ロ
ン
開
設
を

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※toto（トト）…… 独立行政法人日本スポーツ振興センターが運営・発行するサッカーくじの愛称。 
その収益を財源として、スポーツ団体や地方公共団体等が行うスポーツ振興事業に対して助成している。

委

員

会

報

告

教 育
福 祉
ふ
れ
あ
い
館
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

答 問
ふ
れ
あ
い
館
の
プ
ー
ル
利

用
者
は
ふ
え
て
い
る
の
か
。

指
定
管
理
者
導
入
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

プ
ー
ル
利
用
者
数
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
は
２

閉鎖中のふれあい館内レストラン
今年度中に改修される

万
４
９
１
４
人
、
25
年
度
は
３
万

４
３
５
２
人
で
あ
っ
た
。
ふ
れ
あ

い
館
は
全
館
を
一
括
し
て
指
定
管

理
者
に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
指
定
管
理
事
業
者
は
公
募
せ

ず
、「
株
式
会
社
道
の
駅
し
も
つ

け
」
を
想
定
し
て
い
る
。
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8月
20日　教育福祉常任委員会
26日　 議会運営委員会・議員全員協議会・総務常任委

員会

9月
２～24日　第３回定例会
４・22日　議会運営委員会
４・22・24日　議員全員協議会
24日　議会だより編集委員会

10 月
７日　正副委員長会議・議会運営委員会
９日　議会だより編集委員会
14～15日　教育福祉常任委員会行政視察
　　　　　（千葉県柏市、東京都千代田区、羽村市）
　　　　　　～小中一貫教育について ほか～
16日　栃木県市議会議長会議（鹿沼市）
17日　議員全員協議会
　　　山口県宇部市議会来庁
　　　～ICTを活用した観光情報の発信について～
22～23日　総務常任委員会行政視察
　　　　　（岐阜県多治見市、愛知県春日井市）
　　　　　　～健全な財政に関する条例 ほか～
24日　議会だより編集委員会
　　　県南公設地方卸売市場事務組合議会
27～28日　議会運営委員会行政視察
　　　　　（長野県長野市、上田市）
　　　　　　～議会運営の取り組みについて～
29日　和歌山県海南市議会来庁
　　　～新庁舎建設の概要及び庁舎跡地活用について～
30日　正副委員長会議
31日　議会だより編集委員会

議 会 の 動 き

第４回定例会

12月3日㈬開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
でお知らせいたします。 

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧
（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム

　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
・南河内図書館・石橋図書館・国分寺図書館
※ 会議録作成に時間を要するため、若干遅延する
場合がございますが、ご了承願います。

各常任委員会附帯意見
　定例会最終日に各常任委員会委員長から報告さ
れた委員会附帯意見（抜粋）を掲載します。

総務常任委員会
　市税の滞納整理において
は、税の公平性の観点から
引き続き積極的な差押え動
産の公売に努め、市の遊休
資産においては、売却も含
め有効活用を、また、市営
墓地においては、更なる販
売促進に努力されたい。
　指定寄附金について、全
国各地で寄附者への特産品贈呈に様々な工夫が施
される中、本市においても下野ブランドの推進に
関連付けをしながら、シティーセールスを積極的
に進められたい。

経済建設常任委員会
　仁良川地区土地区画整理
事業特別会計において、ま
ちづくり交付金の導入や合
併特例債の活用など特別
会計を経ない形での資金投
入があることにより、事業
の全体像が分かりにくく
なっている。区画整理事業
という社会的間接資本の形

成は膨大な時間と費用を要するものであり、市民
に対し事業費の全体像を明確に提示する必要があ
ると考える。

教育福祉常任委員会
　介護保険制度改正に伴う
地域ふれあいサロンのあり
方について、「陽だまり」
等の事例を参考にしなが
ら、生活支援の充実拡大に
向け、事業の立ち上げから
自立に至るまで十分な支援
を願う。

大島委員長

秋山委員長

石田委員長

委

員

会

報

告
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一

般

質

問

待ちに待った給食！

よ
り
安
全
な
学
校
給
食
を
求
め
る

　
　

食
材
の
発
注
業
務
の
委
託
を
研
究

市
内
の
小
中
学
校
の

給
食
は
、
給
食
セ
ン

中村節子 議員
１． 小中学校の栄養士の配置に
　ついて
２．小学校の冷房について

答

答

問 問
タ
ー
方
式
と
自
校
方
式
の
二

つ
の
方
式
が
あ
る
。
自
校
方

式
の
う
ち
、
小
規
模
校
に
は

専
任
の
栄
養
士
が
い
な
い
。

そ
の
場
合
、
食
材
の
発
注
は
、

教
師
で
あ
る
給
食
主
任
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
勘
案
し

行
う
。
よ
り
安
全
な
給
食
の

た
め
に
、
発
注
日
前
の
数
日

で
も
栄
養
士
を
配
置
で
き
な

教
育
長　

月
に
一
度

数
日
間
の
勤
務
形
態

は
、
人
材
確
保
の
面
で
難
し

い
。
自
校
方
式
を
と
っ
て
い

る
11
校
の
う
ち
、
８
校
が
調

理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

食
材
の
発
注
業
務
な
ど
も
委

託
で
き
な
い
か
研
究
し
た
い
。

一

般

質

問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
市
政
に
対
し
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要

約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

掲
載
は
１
人
に
つ
き
１
項
目
と
し
、
ほ
か
の
質
問
事
項

は
項
目
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

い
か
。



式
化
に
つ
い
て
は
、「
大
規

模
改
修
に
合
わ
せ
て
整
備
を

し
て
い
く
。」ま
た「
洋
式
ト

イ
レ
を
使
い
た
く
な
い
生
徒

が
多
い
」
と
の
説
明
を
も
っ

て
、
全
校
的
な
取
り
組
み
は

な
か
っ
た
。
学
校
か
ら
は
ま

だ
ま
だ
洋
式
化
の
要
望
が
多

い
。
進
捗
状
況
を
伺
う
と
と

も
に
、
更
な
る
洋
式
化
の
推

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
よ

　
　

設
置
率
の
低
い
学
校
か
ら
優
先
的
に
改
修

民
間
活
用
に
よ
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
を

　
　

27
年
度
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
れ
ま
で
、
小
・
中

学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

市
内
の
防
犯
灯
に
つ

い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進

塚原良子 議員
１． 健康寿命延伸施策戦略的な
　取組みを
２． 小中学校のトイレ洋式化の
　 推進及びトイレ設備の大規模
　改修計画について

大島昌弘 議員
１． 道の駅周辺の景観について
２． 干瓢（かんぴょう）振興策
について
３．防犯灯について

答

答

答

答

問

問

問

問
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
民

間
活
用
に
よ
る
全
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
伺
う
。

進
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
。

市
長　

平
成
23
年
度

の
新
規
設
置
分
か

市
長　

現
在
、
小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ
の

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

る
。
平
成
25
年
度
末
に
お
け

る
防
犯
灯
の
設
置
数
は
全
体

で
３
５
６
２
基
、
そ
の
う
ち

洋
式
化
は
大
規
模
改
修
、
耐

震
工
事
の
中
で
進
め
て
い
る
。

進
捗
状
況
は
、
26
年
４
月
現

在
、
小
学
校
47
％
、
中
学
校

46
％
。
大
規
模
改
修
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
学
校
で
は

20
％
以
下
と
低
い
学
校
も
あ

る
。
和
式
ト
イ
レ
に
不
慣
れ

な
児
童
も
お
り
、
小
学
校
に

２
８
５
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

と
な
っ
て
お
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率

は
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
民

間
活
用
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

が
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
略
称
で
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す
る
施

設
を
改
修
し
保
守
管
理
等
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス

ト
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
本
市
に
こ
の
事
業
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
年
間
約

３
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
削
減

が
図
れ
る
。
自
治
会
や
警
察

と
協
議
を
進
め
、
防
犯
体
制

の
充
実
と
経
費
節
減
の
た
め
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
平
成
27
年

度
導
入
に
向
け
て
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
く
。

お
け
る
洋
式
化
は
望
ま
れ
て

い
る
。
状
況
を
踏
ま
え
て
大

規
模
改
修
と
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
「
設
置
率
の
低
い
学

校
、
低
学
年
児
童
の
使
用
す

る
ト
イ
レ
を
優
先
的
に
改
修

す
る
計
画
」
を
本
年
度
中
に

策
定
し
、
来
年
度
か
ら
さ
ら

に
進
め
て
い
く
。
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一

般

質

問

一

般

質

問

行列のできる洋式トイレ

LEDタイプの防犯灯



の
利
用
状
況
を
伺
う
。

「
こ
ば
と
園
」
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う

　
　

児
童
発
達
支
援
（
療
育
）
に
特
化
す
る公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
へ
の
対
応
は

　
　

総
務
省
指
針
に
基
づ
き
全
庁
体
制
で
策
定
に
取
組
む

こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー「
こ
ば
と
園
」

本
年
度
か
ら
着
手
し

た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

村尾光子 議員
１ ．公共施設等総合管理計画策
定要請にどう対処するのか

磯 辺 香 代 議員
１．こども発達支援センター
　「こばと園」の今後のあり方
　について

答

答

答

問

問

問問

問

問
メ
ン
ト
基
本
方
針
等
策
定
は
、

総
務
省
要
請
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
と
し
て
策
定

さ
れ
た
い
。
計
画
に
は
公
共

施
設
の
廃
止
・
除

※

却
も
含
ま

れ
る
。
市
民
の
意
向
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
取
り
組
む

の
か
。
ま
た
、
地
方
自
治
法

で
い
う「
重
要
な
公
共
施
設
」

の
条
例
化
も
必
要
で
あ
る
。

市
長　

未
就
学
児
対

象
の
児
童
発
達
支
援

市
長　

総
務
省
が
示

し
た
公
共
施
設
等
総

で
は
、
登
録
者
72
名
で
週
1

〜
2
回
の
利
用
、
小
学
生
対

象
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
登
録
者
63
名
で
月
1
〜

2
回
の
利
用
状
況
で
あ
る
。

専
門
家
に
よ
る
療
育
訓
練
は

週
15
時
間
、
12
人
分
を
確
保

合
管
理
計
画
策
定
指
針
に
基

づ
き
、
平
成
28
年
度
ま
で
の

３
カ
年
で
策
定
す
る
。
26
年

度
は
施
設
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
公

共
施
設
白
書
作
成
の
準
備
、

職
員
研
修
開
催
。
27
年
度
は

公
募
委
員
や
施
設
利
用
者
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
設
置
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ

し
て
い
る
。

り
維
持
管
理
・
更
新
等
基
本

方
針
策
定
。
28
年
度
は
用
途

別
方
針
策
定
。
29
年
度
か
ら

各
公
共
施
設
の
更
新
、
統
廃

合
、
長
寿
命
化
を
進
め
る
。

４
月
に
総
合
政
策
課
に
公
有

資
産
活
用
グ
ル
ー
プ
を
新
設

し
全
庁
体
制
で
取
組
ん
で
い

く
。
重
要
な
公
共
施
設
の
条

例
化
は
研
究
す
る
。

施
設
の
狭
隘
・
老
朽

化
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
る
か
。

答

答

答

市
長

健
康
福
祉
部
長

「
こ
ば
と
園
」
を
改

正
児
童
福
祉
法
上
の

「※

セ
ン
タ
ー
」
に
す
る
考
え

は
？

市
長
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こばと園

※児童発達支援センター
　日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の

付与、集団生活への適応訓練等、他の児童発達支援事

業所と同様の支援を行うが、障がい種別に関わりなく

様々な児童を受け入れることが求められる。また、施

設の有する専門機能を活かし、地域の障がい児やその

家族への相談、障がい児を預かる施設への援助・助言

を合わせて行うなど、地域の中核的な療育支援施設。

今後の整備が課題となっている
石橋庁舎と南側の旧石橋町議会棟(閉鎖中)

一

般

質

問

一

般

質

問

※除却……主として有形固定資産を取り壊しや廃棄すること
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９
月
定
例
会
は
決
算
議

会
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
い

つ
も
よ
り
数
字
が
多
く
並

ん
で
い
ま
す
。
皆
様
が
収

め
た
税
金
が
適
切
に
執
行

さ
れ
た
か
、
そ
の
結
果
市

民
生
活
は
向
上
し
た
か
、

住
民
に
か
わ
っ
て
そ
の
効

果
を
客
観
的
に
評
価
す
る

も
の
で
す
。
皆
様
に
も
、

税
金
の
使
途
に
関
心
を

持
っ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
の
日
本
は
ど
う
し
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

守
る
べ
き
大
人
が
児
童
を

連
れ
去
り
、
さ
ら
に
は
危

険
ハ
ー
ブ
を
吸
っ
て
の
運

転
で
、
通
学
途
中
の
児
童

が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
安
全
な
生
活
を

守
る
」
議
会
と
行
政
、
さ

ら
な
る
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
鋭
意
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
９
月
の

ア
ジ
ア
大
会
で
の
萩
野
公

介
選
手
の
大
活
躍
。
ア
ス

リ
ー
ト
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
の
最
大
の
お
手
本
で

す
ね
。 

（
塚
原　

良
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委

員

長　

村
尾　

光
子

副
委
員
長　

塚
原　

良
子

委　
　

員　

出
口　

芳
伸

中
村　

節
子

柳
田
柳
太
郎

石
田　

陽
一

次
号（
第
35
号
）は
２
月
15
日
に
発
行
し
ま
す
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議会だよりに関するご意見ご感想をお聞かせください  
ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、電話、またはＦＡＸにてお願いします。

できたばかりの公園。滑り台のある山に
登ると気持ちがいいです。アスレチック
遊具も魅力的。区画整理地区にあります。
水飲み場あり。 （南河内地区）

姿川西岸にある広大な公園です。
ロング滑り台をはじめ遊具があります。
オートキャンプ場（有料）もあります。

　　　　　　（国分寺地区）

前号と同様に川辺の公園です。
この川は、少し先の下流で姿川に合流し
ます。築山とあずまやがありますが、遊
具はありません。 （石橋地区）

答えは８ページに !

ここどーこだ？
？公園紹介
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